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   心のバリアフリー市民会議　　岡部耕典

イナッフ・フォア・トゥデイ？　 http://www.eft.gr.jp/
EFTメーリングリスト     　　　 http://www.eft.gr.jp/eftml_info.htm　
E-mail                         koka@eft.gr.jp
障害者基本計画と支援費制度
支援費制度の（利用者への）説明
· 利用者が自分の意志でサービスを選択できるようになる

· 利用者にはサービスの購入者、消費者としての権利性が高まる

· 競争原理が働くことにより、サービスの質の向上が図られる

「障害福祉分野における支援費制度とは・・・制度のあらましと準備の状況」（2002.東京都社会福祉協議会）p.4「支援費制度の意義」より

支援費制度
福祉の供給：金銭給付とサービス（対人社会サービス・福祉サービス）の給付

利用者が自己責任において福祉サービスの供給者と民法上の利用契約を結び、それに対し応能負担分を除いたその費用（支援費）を給付するという制度

⇔措置制度＝行政処分（行政の決定と命令）によるサービスの提供者とサービスの決定

＜前提としていること＞

①　効率化のため、行政が直接サービスを供給することを止める（そのかわり、費用を支給する）
②　利用者がサービスを選ぶのが一番満足度が高い（はず）

市民の責任
障害ある市民は、サポート（支え）があってはじめて、障害のない市民と「公平」

福祉サービスの受給は、社会的権利であり、供給は社会の義務

（近代国家における福祉サービスは、「慈善」ではない）

近代国家は、市民権によって成立

市民権（シチズンシップ）＝社会のメンバーシップ＝社会のメンバーとなるための権利と義務

・権利とは、ひとりひとりの生存権と社会権（命と社会生活）

・義務とは、互いの生存権と社会権を支えること



・・あとはなるべく、「自由に」

しかし、ひとりひとりの市民が義務の直接の実行者となることは困難　ex.警察・消防　etc & 『福祉』

そこで、「行政」にその代行を委任し、ひとりひとりは、納税をもってその責務を果たす。

このような福祉サービスのなりたちからして、「利用者としての権利」・「市民としての義務」である

（利用者の「義務」は論理矛盾）

替わって存在するのは、市民の（税から支払うことに対する）「承認」と、利用者の（その支給をうける）「資格」

支援費が、公金を使用する以上、単なる「欲求」（デマンド）ではなく、「必要」（ニード）として、社会的に認められたものでなくてはならない。（必要の社会的承認もしくは社会的構築の問題）

行政責任
税金から支援費を払う、ということは、行政が納税という形で市民から代行委託をうけた社会の義務の遂行を、行政が直接実施するのではなく、費用を支払って民間に委ねるということ。

したがって、もともとあった、行政＝「元請」の責任は存在する。


①　サービスの質と量の向上（利用者＝障害当事者への責任）

②　コストパーフォーマンスの向上（委託元＝納税者への責任）

「市場」とは？
これは、上記の２つの原理を、同時に（しかし、順序のとおりの優先順位で）適えるためであったことが確認される必要がある。（福祉サービスの市場原理とは、「弱肉強食」ではなく、「消費者主義」である）

だから、本来、支援費は、コストダウン優先ではない。また、「お金はあげたから後は知らない」でもない。

支援費制度の確認
社会の責任と承認において、ひとりひとりが真に「必要」とする「サポート（サービス）」が、必要なだけ、供給されること

必要であるサービスを受けるということ
サービスの決定は、セルフマネジメント（自分で決める）でいい　（自己決定）

福祉サービスにおける自己決定（自由）の２つの次元


①　（一定の費用で）どのようなサービスを使って自分の生活を組み立てるか


②　（費用に関わらず）自分の生きたい生き方を求める

①は当然だが、②が難しい、というのが、一般的な考え


Ex.　２４時間介助が必要な重度障害者が地域で暮らす

しかし、実は、たいていの場合、①＋②のほうが、行政が決める直接サービスより安い

Ex. ２４時間介助をうけるコストと都立入所施設のコスト

それよりも、費用の供給者である行政が、費用が適正であることを判定をすることは難しい。

でも、支援費の支給決定は福祉事務所であり、審査過程もブラックボックス、不服を申し立てる仕組みもない。　→これは、介護保険と比べても、問題。

介護保険

支援費制度と介護保険制度におけるサービスシステムの比較

	
	支援費制度
	介護保険制度

	準拠法
	社会福祉法、障害者基本法、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法、児童福祉法

サービスは、要求しうる権利ではない

サービス費用も、要求しうる権利ではない
	社会福祉法、老人福祉法、介護保険法

サービスは、要求しうる権利ではない

サービス費用は、要求しうる権利

	財の

調整機能
	税方式

国庫補助金＝裁量的経費

応能負担

費用供給主体は、市町村

支給決定は、福祉事務所
	保険方式（社会保険）

国庫負担金＝義務的経費

応益負担

費用供給主体は、市町村（被保険者）

支給決定は、認定審査会

	サービス

分配機能
	利用者志向モデル

必要なサービスのための費用を支給する（総額には上限なし）
サービス調整は、ケースワーカー
	システム志向モデル

介護度によってサービスを受けるための支払限度額が決まる（必然的に上限ができる）

サービス調整は介護支援専門員

	苦情解決と

権利侵害の

監視機構
	（サービス調整）行政不服審査

（施設虐待等）運営適正化委員会
	（サービス調整）国民健康保険団体連合会

（施設虐待等）運営適正化委員会

	サービス

供給システム
	社会福祉法人

民間（企業・NPO）
	社会福祉法人

民間（企業・NPO）


障害と介護保険のケースマネジメントの違い

利用者志向モデル（アメリカ）→精神障害者・知的障害者　　

利用者の弁護・権利擁護を重視し、資源開発も含めた利用者の多様なニーズへの対応を想定


　　　中核機能は、諸サービス・資源の調整仲介

システム志向モデル（イギリス）→医療保健機関・要介護高齢者長期ケアサービス等

費用効率の高いサービス供給管理システムの構築・維持を目的とする。


　　　一定の費用枠内で、標準サービスをもとに、サービスを調整

介護保険は、費用保険＝介護度によってサービスを受けるための支払限度額が決まる（上限あり）

⇔支援費は、費用支給制度＝必要なサービスのための費用を支給する（上限なし）
障害者計画

本来決めることは、社会の責任をどう果たすか、という約束。

そして、その責任は、「お金」で果たす、と決めたのが、支援費制度。

だから、「お金」（予算）が、書いていない基本計画はおかしい。

地域福祉計画
障害者基本計画よりもっと重要（現行法では、福祉サービスの供給と調整の責任は基礎自治体にある）

しかし、これも、「お金」（予算）の話がない。

かわりに、つくる施設の「数値目標」があったりして・・・

あどぼセミナー第一弾！＆第9回心のバリアフリー市民会議
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後援　　三鷹市・武蔵野市・（社福）東京都社会福祉協議会・（社福）全日本手をつなぐ育成会

協力　　　　DPI障害者権利擁護センター・全国自立生活センター協議会人権委員会

社会福祉・医療事業団助成事業団（高齢者・障害者福祉基金）助成事業

　　あどぼセミナーとは？

いままでの障害者福祉サービスは、行政がサービスの受け手をきめ、サービス内容を決定するという「措置制度」に基づくものでした。これが、平成１５年度より、サービスの利用者が自分で決めること（自己決定）を基本とし、行政はそれに必要な費用（支援費）を支払うという高齢者の介護保険に似た制度へと変わろうとしています。

これは、障害をもっていても自分で自分の生活を選び、地域のなかで自分らしく暮らしていく社会にふさわしく、福祉サービスのしくみをかえていこうという考え方に基づいています。
　これは、考えかたとしてはとてもいいことかもしれません。しかし、このように大きく制度が変わるのに、細かいしくみはまだはっきりと決まっていません。また、実際に障害者福祉サービスを使っている人にはほとんど情報が届いていません。それから、必要なサービスを選ぶのにサポートがいる人の総談に乗ったり、サービスを使っていて問題となるところを調整する障害者ケアマネジメントというしくみもまだしっかりとできていません。選べるだけのサービスがきちんとあるのか、行政は費用（支援費）を払ったのだから、サービスそのものには責任がない、などと言われはしないだろうか・・？いろいろ心配なことがいっぱいあります。

そうなると、これからは今まで以上にしくみやサービスの正しい知識、施設などサービスを提供するところと交渉する力、情報を交換し励ましあう仲間たち、そして、なにかあったらきちんとクレームをつける勇気が必要です。そこで、心のバリアフリー市民会議では選べる福祉サービスをきちんと利用するために、利用者のひとりひとりが「知識・仲間・勇気」を身につけてゆくことを市民と支えあうあどぼ三鷹武蔵野のプロジェクトを行うことになりました。

第一弾は、「しくみを知る・権利をまもる・サービスを使いこなす」と題して、支援費制度開始にむけて障害者福祉サービスの利用者のためのセミナーです。障害をもつ当事者だけでなく、障害をもつ人の家族、そして、施設等で支援にあたる人たちも是非きてください。後半は、できるだけ小グループに分かれての話し合いなども行いたいとおもいます。

心のバリアフリー市民会議あどぼ三鷹武蔵野プロジェクト
お問合せは　℡0422-46-4281 E-mail　koka@eft.gr.jp までどうぞ

あどぼ相談

　　障害者福祉サービスの利用でわからないこと困ったことがあったら電話しよう！




　（主として三鷹市・武蔵野市の福祉サービスが対象・原則毎週火曜日　午後１時～５時）

あどぼセミナー
　　みんなであつまり、利用者として必要な知識を得よう！

あどぼワークショップ
　　あたりまえに地域で暮らし、サービスを使いこなす勇気をもらおう

あどぼ会

　　福祉サービスや支援ということを巡っての相互勉強会

心のバリアフリー市民会議とは・・
障害あるひとに対する市民・民間企業・行政からの理解を深め、障害当事者及び家族等と市民の生きた交流を促進することにより、障害あるひとも安心して暮らせる「まち」（コミュニティ）をつくりあげることを目的とする市民団体です。
自閉症をもつ青年が警察へ連行された事件を機に、武蔵野・三鷹周辺市の福祉教育関係者、障害もつひとの親、障害の当事者、ボランティア活動家、そして関心もつ人が集まり、２０００年５月１４日にできました。

心のバリアフリー市民会議事務局　180-0001東京都武蔵野市吉祥寺北町4-11-16デイセンター山びこ内　

電話　0422-54-5102  FAX  0422-54-5192   E-mail   hotline@eft.gr.jp
支援費制度における障害福祉サービス利用のしくみ：資料編

02.7　岡部耕典
支援費・障害福祉関係ホームページの紹介
　支援費制度は国（厚生労働省）のほうからはまだ全容が明らかになっていませんので、完成された資料はありません。国の制度発表原資料およびそれに基づく都の説明はホームページで見ることができます。さらに、東京都社会福祉協議会が、サービス事業者や利用者にもわかりやすくトピックスをまとめてくれています。

厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp/index.html

障害者施策に関わる支援費制度について

http://www.mhlw.go.jp/general/seido/syakai/sienhi/



担当課長会議の資料等がダウンロードできます。



利用者が全体を把握するのには少しわかりにくいかもしれません。

東京都福祉局ホームページ

http://www.fukushi.metro.tokyo.jp/

支援費制度について
http://www.fukushi.metro.tokyo.jp/shuppan/sien_pnf/sien_top.htm


比較的まとまった形で支援費の説明があります。


障害者（児）福祉について


http://www.fukushi.metro.tokyo.jp/bunya/shogai.htm


東京都の障害者（児）施策がトピックス別にまとめられています。

東京都社会福祉協議会

http://www.tcsw.tvac.or.jp/

法制度・施策NEWS


http://www.tcsw.tvac.or.jp/welfare/law_f.html


国や都の施策改正等がタイムリーに把握できます。


福祉のセミナー・イベント


http://www.tcsw.tvac.or.jp/welfare/meet_f.html
※都社協発行の「支援費制度とは・・」（３００円）は、支援費理解に必携の読みやすいパンフレットです。

実際のサービス利用申請はこんなふうに・・
　支援費支給申請のイメージや問題点がつかみやすいように、申請のプロセスをシュミレーションして、その時々に装丁される注意すべき点や問題点を現時点で判る範囲で具体的に列記してみました。（東京都社会福祉協議会朝比奈ミカ氏の資料および厚生労働省担当課長会議資料を参考にさせていただいています）


①「このサービスを使いたい」という利用者の「申請」


知的障害の場合は障害手帳は必須ではありません。



申請は、本人の名前であれば、友達からでも、施設職員からでもできます。

※でも、多くの区市町村では、「どういうサービス利用をしたいか相談したい」という対応のために、職員が増やされる予定はないようです・・


②市の職員が「実情」を聞き取りをする
介護保険では、これは民間のケアマネージャーも委託をうけられますが、支援費では市役所の職員だけです。


　　　※でも、多くの区市町村では、そのために職員が増員される予定はないようです・・


③聞き取りをした結果で「考える」


聞き取って考えるための項目は国がマニュアル化しています。



しかし、決定するのはそれぞれに市で、決定条件等もブラックボックスです。

※介護保険では、コンピュータ化と複数の専門家による会議で要介護認定は標準化・客観化されていますが・・

【知的障害者更生施設支援（入所）】・・聞き取り表の内容例
　下表のアからノまでの各項目について、（ア）～（ウ）列に示した選択肢のうちあてはまるものに１つだけ○印を付けてください。

	生活動作等支援
	（ア）列
	（イ）列
	（ウ）列

	ア．起床及び就寝の働きかけ
	毎日支援が必要
	ときどき支援が

必要
	支援の頻度が

低い

	イ．洗面、歯磨きなどの整容に関する支援
	全面的な支援が

必要
	部分的な支援が必要
	支援の必要性が低い

	・・・・・・・・
	
	
	

	ス．衣服、身の回り品等の管理に関する項目
	常に支援が必要
	ときどき支援が

必要
	支援の頻度が

低い

	該当数
	×２＝
	
	小計


	社会参加等支援
	（ア）列
	（イ）列
	（ウ）列

	セ.　強いこだわり、多動、パニック等の不安定な行動への対応
	毎日支援が必要
	ときどき支援が

必要
	支援の頻度が

低い

	・・・・
	
	
	

	ノ. 就労および在宅生活に向けた生活支援の体制作り等に関する支援
	全面的な支援が

必要
	部分的な支援が

必要
	支援の必要性が低い

	該当数
	×２＝
	
	小計


	合計

　　　　　　　点
	障害程度区分

Ａ・Ｂ・Ｃ



④決めて通知する



「支給しない」・「保留する」という通知もありえます。



「支給しない」の場合は理由を明記する必要があります。

※しかし、理由としては、「予算がない」「つかえるサービスがない」といった理由もありえます。しかも「保留」の場合はさらにあいまいで、保留期限も明記しなくてよいようです。

※サービスが本当に必要な当事者であっても、地域でサービス供給が不足しているとき、「支給せず」「保留」という対応を行われる懸念があります。


⑤行政の決定に不服があっても特別のしくみはなし


介護保険とちがい、専門窓口はない



「行政不服審査」で請求するしかない、といわれています・・

※しかし行政不服審査は利用者が気安く利用できる制度でしょうか・

だから・・・サービスの利用をまもるしくみが必要です

　措置費制度は、「行政側が一方的にサービスを決定する（措置：行政処分する）制度、支援費は、利用者が主体的に契約により自らサービスを選択する制度、と一般には言われてきました。しかし、同じくそういわれた介護保険でも現実にはそうなってはいないし、上記のように支援費制度の要介護認定に相当する部分をみただけでも、利用保障という面では介護保険にも劣る状態です。

　これでは、コミュニケーション能力や知的能力に障害をもつ人はもとより、福祉サービスを使いたい当事者と行政職の専門家では、圧倒的に、知識・権威・交渉力に差があるのが普通ですから（これを非対称な関係といいます）支援費下におけるサービスをうける権利とその量は、ほとんど行政側の裁量によって決められてしまうことが危惧されています。

　そうならないために、国は障害者ケアマネジメント制度を構想し、東京都は、「福祉サービスの積極的な利用支援」ということを打ちだしてきました。高齢者のケアマネジャーと違い、障害者ケアマネジメントは、資格制度ではありません。しかし、利用者に近い立場から必要なサービスプランを当事者とともに考え、当事者単独では困難な行政への申請や交渉を援助する方法として使っていくことはできます。これまで当事者も含めた広い立場の参加者を得て東京都の障害者ケアマネジメント従事者研修が行われています。調整の場は、介護保険と同じく、サービス調整会議とよばれ、１５年度よりの区市町村での実施を国は求めています。三鷹市・武蔵野市では、こういった取り組みはどうなるのでしょうか・・

支援費決定に関わる行政の機関
　行政のしくみは、国・都・区市町村に分かれており、対象や内容の区別も複雑です。法律による呼び方と市や都が名づけた名前は違う場合が多いので注意しましょう。

福祉事務所（市のしくみ：それぞれの市役所にあります）
障害程度区分の判定と支援費の決定をするのは福祉事務所のケースワーカーです。福祉事務所は、それぞれ三鷹市と武蔵野市の市役所の中にあります。

三鷹市福祉事務所（地域福祉課）


三鷹市野崎1-1-1三鷹市役所１階TEL0422-45-1151　 FAX0422-45-5376
武蔵野市福祉事務所（障害福祉課）

武蔵野市緑町2-2-28武蔵野市役所１階TEL0422-51-5131　FAX0422-51-9214
更生相談所（都のしくみ：東京都心身障害者福祉センターのなかにあります）

福祉事務所に勤務するケースワーカーの相談相手の役割を担う行政機関が更生相談所です。障害程度区分の判定に迷う場合なども厚生相談所に相談されるしくみになっています。更生相談所は、法制度上、身体障害と知的障害に分かれ、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法上により都道府県には必須とされています。

東京都心身障害者福祉センター


新宿区戸山３－１７－２
TEL  03-3203-6141 
FAX  03-3203-6185
東京都心身障害者福祉センター多摩支所


国立市富士見台2-1-1
TEL  042-573-3311
FAX  042-576-5295
児童相談所（都のしくみ）

　児童福祉法に基づき児童（０歳～１８歳未満）の福祉の窓口として都が設置する機関です。法制度上は障害児は児童福祉法の対象なので児童相談所の管轄になります。平成１４年以降も、障害児の施設サービスは措置制度のまま残り、児童相談所が担当します。（障害児関係でも地域支援サービスは支援費に移行し、市の福祉事務所の担当になります）

杉並児童相談所 （担当区域：武蔵野市、三鷹市、杉並区、中野区）
杉並区南荻窪4-23-6
TEL 03(5370)6001
Ｂ型センター（市のしくみ）
主として身体障害者デイサービス事業等を行うための区市又は社会福祉法人が設置する施設で、本来は身体障害者デイサービス事業、関係団体に対する援助などをおこなうことになっている施設です。三鷹市・武蔵野市には公設公営施設として、それぞれ１箇所あります。支援費制度の相談や判定等のしくみとは制度上は直接の関係はない市直営（公設公営）のサービス供給機関ですが、サービス民営化の流れのなかで今後のありかたが注目されます。

三鷹市北野ハピネスセンター（三鷹市）

三鷹市北野1-9-29　 TEL0422-48-6331　 FAX0422-43-0304
武蔵野市障害者福祉センター（武蔵野市）

武蔵野市八幡町 4-28-13　 TEL　0422-55-3825　 FAX　0422-51-9951
サービス利用と地域生活の相談窓口　　　　　　　02.7現在　岡部耕典
三鷹市・武蔵野市から東京都までの範囲を中心に障害福祉サービスの利用や地域生活における様々な相談や悩みや苦情対応窓口をご紹介します。


　相談窓口の利用にあたっては、情報提供・ご紹介・代理相談・同行支援等を行いますので、

遠慮なく、あどぼ相談およびぱーとなーずへご連絡ください！
心のバリアフリー市民会議　あどぼ相談（三鷹市・武蔵野市）
電話
０４２２－４６－４２８１（原則として毎週火曜日　午後１時～５時）

メール　　　　　　koka@eft.gr.jp
ぱーとなーずとは、あどぼ三鷹武蔵野と連携する地域の当事者相談です。

障害をもつ当事者や家族が、同じ目線でいろいろな悩みや苦情に相談に乗ります。

あどぼ相談からぱーとなーずをご紹介することもあります。

地域生活援助センターびーと（武蔵野市）

※：生活支援全般・当事者相談


武蔵野市吉祥寺北町４－１１－１６　　　　　　　０４２２－５４－５１７１

障害者生活支援センターインみたか（三鷹市）

三鷹市上連雀４－１－８街かど自立センター内　　０４２２－４８－０６４８


※生活支援全般・当事者相談

心のバリアフリー市民会議ちゅうたこ会（三鷹市・武蔵野市）

三鷹市上連雀４－２－１０　　　　　　　　　　　０４２２－７０－４７７０

※障害児生活支援・家族支援全般
福祉の相談窓口（障害福祉サービス）

　福祉サービス利用の行政側の相談窓口です。単なる相談窓口だけでなく支援費制度を含めサービス利用決定を兼ねる場合も多いので、同行・代行もふくめた相談自体の支援も、あどぼ相談までご遠慮なくどうぞ！

三鷹市地域福祉課（三鷹市・福祉事務所）

三鷹市野崎1-1-1三鷹市役所１階TEL0422-45-1151　 FAX0422-45-5376

※支援費関係、在宅支援サービス一般、障害児以外の施設サービス一般

三鷹市地区別ケースワーカー（障害者相談係）　TEL　0422-45-1151（内）2656～７  FAX 0422-47-9577
	担当者
	担当地域（身体障害・知的障害・精神障害）
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	障害者相談係　係長


武蔵野市障害者福祉課（武蔵野市・福祉事務所）

武蔵野市緑町2-2-28武蔵野市役所１階TEL0422-51-5131　FAX0422-51-9214

※支援費関係、在宅支援サービス一般、障害児以外の施設サービス一般

武蔵野市地区別ケースワーカー　TEL　0422-60-1847  FAX 0422-51-9239

	担当者
	身体障害
	知的障害
	精神障害
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	吉祥寺北町・八幡町
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西久保・境南町
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	中町・境南町
	
	吉祥寺東町・八幡町

吉祥寺北町・境南町
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	吉祥寺東町・緑町
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	吉祥寺南町・西久保

吉祥寺本町・緑町
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	吉祥寺本町・桜堤
	
	御殿山・中町

関前・境・桜堤
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	福祉サービス調整担当


杉並児童相談所（武蔵野市・三鷹市・杉並区・中野区担当児童相談所）

杉並区南荻窪4-23-6
TEL 03(5370)6001
電話相談：月曜日～金曜日　　９時～２０時３０分土曜日・日曜日・祝日　９時～１７時

※基本的には支援費以外の障害児福祉サービス（入所中心）が対象

三鷹市心身傷害児早期療育相談（三鷹市）


三鷹市北野１－９－２９　北野ハピネスセンター　TEL0422-48-6331

保健所、医師会等関係各機関の協力を得て、心身障害児の早期療育のための助言・指導を行う

三鷹市心身障害児・生徒の就学相談（三鷹市）


三鷹市教育委員会学務課就学相談室　TEL0422-45-1151　内線3235、3259


障害をもつ義務教育対象児童・生徒の就学相談

×更生相談所は福祉事務所経由でしか相談を受けられません。

○その他の東京都の障害者に対する相談窓口は、下記をご覧ください。


http://www.fukushi.metro.tokyo.jp/madoguchi/shougai_madoguchi.htm
三鷹市地域生活相談窓口
　ほとんどが広く一般を対象としたものです。福祉サービスについての専門知識や、当事者へのコミュニケーション支援が必ずしも行き届いていない場合もありえます。

※いずれも、同行・代行もふくめた相談自体の支援は、あどぼ相談までご遠慮なくどうぞ！

総合オンブズマン制度（三鷹市）

（三鷹市役所総合オンブズマン相談室０４２２－４５－１１５１内２２１５）

市民の市政に関する苦情を公正かつ中立な立場で処理することを目的とする。

備え付けの苦情申し立て書に必要事項を記入し提出（FAX・郵送可）

市民相談室（三鷹市）

（三鷹市役所市民相談室　電話０４２２－４４－６６００直通）

市政への意見、要望（請願・陳情を含む）や苦情などを受けたり、市民生活上の問題や悩み事一般および専門相談

法律相談・税務相談・交通事故相談・人権身の上相談・行政苦情相談・不動産登記相談・

心の悩み相談・外国人相談　　等

ふれあい福祉相談センター（三鷹市）

（三鷹市社会福祉協議会　相談専用電話　０４２２－４１－８８５６）

法律相談（予約不要：毎月第４木曜日　午後１時半～午後３時半）

精神保健相談（予約制：毎週火曜日・水曜日：出張可　午後１時～午後３時）　　等

消費者相談（三鷹市）

（三鷹市消費者活動センター　電話０４２２－４７－９０４２）

買物相談や契約上の疑問や苦情などについての相談

月曜～金曜日の午前１０時～午後４時

労働相談（三鷹市）

（三鷹市役所市民相談室生活経済課０４２２－４４－６６００）

第一水曜日午後１時３０分～午後４時（三鷹労政事務所相談員担当）
教育相談（三鷹市）

（三鷹市教育センター教育相談室　０４２２－４７－０１１０）

子どもの教育全般について
武蔵野市地域生活相談窓口
　主として障害のある人を対象にしたものと広く一般を対象としたものがあります。後者は福祉専門の窓口ではありませんので、福祉サービスについての専門知識や、当事者へのコミュニケーション支援が必ずしも行き届いていない場合もありえます。

※いずれも、同行・代行もふくめた相談自体の支援は、あどぼ相談までご遠慮なくどうぞ！
障害者法律相談（武蔵野市）

（武蔵野市役所２階市民活動センター　０４２２－６０－１８２９）

第三火曜日午前１０時～午後４時　予約制、面接・電話・FAXいずれでも可能

※１時間たっぷりと時間をとってくれるそうです。

障害者医療相談（武蔵野市）

（武蔵野市障害者福祉センター　０４２２－５５－３８２５）

随時・予約制

障害者住宅改造相談（武蔵野市）

（武蔵野市障害者福祉センター　０４２２－５５－３８２５）

随時・予約制

障害者歯科相談（武蔵野市）

（武蔵野市保健センター　０４２２－５１－０７００　予約は障害者福祉センター　５５－３８２５）

第3・第4金曜日　午後１時～４時　予約制

歯科相談・検診・腔衛生指導

市民活動センター相談室（武蔵野市）

（武蔵野市市民活動センター　０４２２－６０－１８２９）


市民相談、法律相談、人権身の上相談、行政相談、交通事故相談、税務相談、家族の揉め事相談、


心配ごと相談、教育行政相談、健康なんでも相談、妊婦相談　
消費生活相談（武蔵野市）
（武蔵野市消費者ルーム　０４２２－２１－２９７１）

月～金　午前９時～午後５時

悪徳商法による被害など消費生活に関する相談

教育相談（武蔵野市）

（武蔵野市教育相談所　０４２２－６０－１８９９）

月～金　午前９時～午後５時　予約制

児童・生徒に対する心配や悩み事
幼児教育相談（武蔵野市）
武蔵野市幼児教育相談室　－４２２－５４－１９９１）

月～金　午前９時～午後５時　予約制

幼児・児童に対する心配や悩み事

人権侵害等の相談
　DPI障害者権利擁護センターと全日本手をつなぐ育成会権利擁護委員会は、あどぼ相談ともネットワークをもった信頼できる窓口です。
D P I 障害者権利擁護センター
東京都内を中心とした身体・知的・精神・難病などあらゆる障害をもつ人々を対象に、個々の障害者から寄せられる権利侵害に関する相談に対応しています。
TEL（相談用）03-5297-4676
家を探しに行ったら不動産屋に「役所に行け」といわれた、就職試験が受けられない、他の人と同じに働いているのに自分だけ給料が安い、設備がないという理由で希望した学校にいけない、生活保護を申請したら断られた、子どもを産めないように勝手に手術されてしまった、などなど・・・。 
全日本手をつなぐ育成会・弁護士法律相談（権利擁護委員会）


予約
 水・木曜の10時～17時に 　03（3431）0668　まで


相談
（電話・面談とも）毎週木曜日午後３～５時、初回無料、場所：全日本育成会

※知的障害者中心


※書籍紹介　「知的障害のある人を被害からまもるために」（３００円）

東京都人権啓発センター


相談電話（直通）
03(3876)5373

一般相談（月～金　９時～５時）・法律相談（火曜日　１時～４時：要予約）


※人権擁護一般　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

�











９時３０分	開場


１０時	午前の部





考える①	｛障害をもった人の権利について考える｝


金　政玉氏	（ＤＰＩ障害者権利擁護センター所長）　





考える②	「障害をもった人のサービス利用について考える」


石渡和実氏	（東洋英和女学院大学教授）





　１２時３０分	《　休憩　》


１４時	午後の部





話し合う	「どうなるの？どうするの？支援費制度」


			石渡和実氏	（東洋英和女学院大学教授）


岸本啓子氏	（地域生活援助センターびーと・当事者相談員）


金　政玉氏	（ＤＰＩ障害者権利擁護センター所長）


山内啓次氏	（三鷹市障害者福祉懇談会代表）


		コーディネーター	朝比奈ミカ氏　（東京都社会福祉協議会）
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